
平成 26 年 11 月 14 日 

生涯学習・文化財課 

 

 

登録有形文化財（建造物）の新規登録について 

 

 

 平成 26年 11月 21日（金）に文化審議会が開催され、同審議会文化財分科会

の審議・議決を経て、下記の文化財の登録が文部科学大臣に答申される予定。

今後、官報告示を経て、登録文化財原簿に登録されることになる。県内では、

登録有形文化財（建造物）は、平成 25年 11月 15日に答申された旧敦賀倉庫株

式会社新港第一号・第二号・第三号倉庫、笠嶋家住宅主屋、笠嶋家住宅土蔵の

３件に続くもので、合計１３２件となる。 

 

【答申予定の登録有形文化財（建造物）】 

名    称 員 数 所 在 地 所 有 者 建築年代 

安本
やすもと

酒造
しゅぞう

店舗
て ん ぽ

兼
けん

主屋
しゅおく

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 明治 22年 

〃  米蔵
こめぐら

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 明治 21年 

〃  土蔵
ど ぞ う

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 大正 7年 

〃  表門
おもてもん

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 昭和初期 

〃  煙突
えんとつ

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 昭和 12年 

〃  仕込蔵
しこみぐら

一 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 
明治 22年・

昭和 12年 

〃  上槽場
じょうそうば

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 
大正 7 年・

昭和 2年 

〃  瓶
びん

詰
づ

め工場
こうじょう

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 昭和 12年 

〃  仕込蔵
しこみぐら

二 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 明治 41年 

〃  南塀
みなみべい

 １棟 福井市安原町 2-9-1 安本岳史 昭和初期 

 

  



○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

について 

 

 

・所 在 地   福井市安原町 2-9-1 

・所 有 者   安本岳史 

・年  代   明治中期～昭和初期 

・登録基準   国土の歴史的景観に寄与しているもの 

・特  徴    安本家は創業を嘉永 6 年(1853)と伝える造酒屋で、今日ま

で酒造業を営み、両替商も営んでいたとされる。 

安本家は一乗谷へ通じる旧街道沿いにあり、通りを北にした

間口約 45ｍの大きな敷地に、建物が密に建ち並ぶ。通りに面す

る前面ほぼ中央に主屋を構え、主屋西側に倉庫と土蔵を置き、

主屋東側は門と板塀が連なり、その奥は酒造業施設が続く。主

屋の背後には庭が築かれ、敷地西部の南側には近年建てられた

離れ、離れの背後に貯蔵・保管用の土蔵が建つ。 

安本酒造は、広い敷地に住宅とともに大規模な酒蔵などの土

蔵や諸建物を設け、造酒屋の屋敷構えをよく伝えている。 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位 置 図 

 

 

 

  

安本酒造 

JR越前東郷駅 

東郷小学校 



 

 

 

 

 

  

住居棟 

②米 蔵 

①店舗兼主屋 

⑤煙突 

⑥仕込蔵一

１ 

⑦上槽場 

⑨仕込蔵二 

庭 

③土蔵 

表門 

倉庫 土蔵 

⑥-1蒸し場 

（旧精米所） 

⑥-2原料保管庫 

（旧酒蒸し場） 

⑥-3仕込蔵 1 

⑦-1上槽場 

及び作業場 

⑦-3冷蔵倉庫 

⑩南塀 

⑧瓶詰め工場 

⑦-2旧酛場 

及び冷蔵倉庫２

（旧麹室）  

（旧精米所） 

安本酒造 配置図 S:1/300 

（登録範囲を示す） 



【各建物について】 

○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

主屋
しゅおく

兼店舗
て ん ぽ

 １棟 

・年  代   明治 22年、明治後期改築 

・特  徴    主屋は、棟を東西とした切妻造り金属板葺きの梁間 6間半、

桁行 6間の木造 2階建てである。正面中央を店舗とし、奥には

庭に面した座敷、生活空間である台所などが並ぶ。 

 

 

 

 

  



○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

米蔵
こめぐら

 １棟 

・年  代   明治 21年、明治後期改築 

・特  徴    主屋西側の道路際に建つ。東側の大きな越屋根を持つ木造

平屋建ての倉庫と、西側の２階建ての土蔵とからなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

土蔵
ど ぞ う

 １棟 

・年  代   大正７年 

・特  徴    住宅棟の南側に位置する、安本家の土蔵。梁間３間、桁行

４間の２階建て土蔵で、外壁は上部を白漆喰塗りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

  



○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

表門
おもてもん

 １棟 

・年  代   昭和初期 

・特  徴    酒造施設の表門で、店舗兼主屋東側、道路に面して建つ。

間口を約 3.6mとした切妻造り桟瓦葺きの大型の棟門。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

煙突
えんとつ

 １棟 

・年  代   昭和 12年 

・特  徴    煉瓦造で、上部ほど細くした正方形平面で、最下部の外法

の一辺は約 1mである。福井大震災で被害を受け、現在は下部

の高さ約 4.7mが残されている。 

 

 

 

 

 

 

 

  



○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

仕込蔵
じこみぐら

一 １棟 

・年  代   明治 22年及び昭和 12年 

・特  徴    蒸し場（旧精米所）と原料保管庫(旧酒米蒸し場)と仕込蔵

からなる。特に仕込蔵は、施設内で最大規模の酒造業にふさわ

しい明治中期の土蔵である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

上槽場
じょうそうば

 １棟 

・年  代   昭和 12年 

・特  徴    上槽場、旧酛場（もとば）および冷蔵倉庫(旧麹室)、冷蔵

倉庫からなる。 

 

 

 

 

 

 

 

  



○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

瓶詰
び ん づ

め工場
こうじょう

 １棟 

・年  代   昭和 12年 

・特  徴    敷地の南端に位置し、切妻造り金属板葺きの梁間 2間、桁

行 8間の木造平屋建ての建物である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

仕込蔵
じこみぐら

二 １棟 

・年  代   明治 41年 

・特  徴    切妻造り桟瓦葺きの梁間 4間、桁行 7間の 2階建て土蔵で、

外壁は上部を白漆喰塗りとする。 

 

 

 

 

 

 

 



○安本
やすもと

酒造
しゅぞう

南塀
みなみべい

 １棟 

・年  代   昭和初期 

・特  徴    瓶詰め工場の西側で、延長約 12ｍの木製の塀である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


